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【背景】 

イトウ(Parahucho perryi)はサケ科イトウ属の⼀種であり，成⻑すると 1.5 m を超える⽇本最⼤級の淡
⽔⿂である．近年個体数が⼤幅に減少し，2006 年以降は IUCN のレッドリストにて絶滅危惧種ⅠA 類
(CR)に指定されている．本種の保全に向け，個体群が⽣息する各⽔系で良好な⽣息環境を維持すること
が求められている．⼀⽅で，本種の好適環境を理解する上で必要な⽣態情報の収集は⼗分とは⾔えな
い．特に河川が結氷し，⽔中の状態が観測困難となる冬季の回遊や⽣息場利⽤に関する情報は⼀切得ら
れていない．本研究では，遠隔的に⾏動情報が取得可能な⾳響テレメトリー⼿法を⽤いて，冬季のイト
ウの⾏動を追跡し，湿原河川における越冬時の⾏動範囲と利⽤場所を理解することを⽬的とした．  
 
【材料と⽅法】 

2021 年 11-12 ⽉に，別寒辺⽜川⽔系と厚岸湖における釣りと定置網漁業によって捕獲された 8 尾の
イトウ成⿂に⾳波発信機を装着し，放流した．2022 年 10 ⽉に，⽔系の複数河川および厚岸湖の 29 点
に受信機を設置した．受信機は 2022 年 10 ⽉に回収し，各個体の移動記録を取得した．本研究では，絶
滅危惧種であるイトウの保護の観点から，対象⿂の捕獲および放流場所，信号が受信された場所の具体
的な位置情報は⽰さないこととした．得られた対象⿂の位置データは R ⾔語により解析した．国⼟地理
院の GISデータを⽤いて，イトウが存在する場所の河⼝から流路⻑を算出した．  
 
【結果と考察】 

発信機を装着して放流したイトウ 8 尾の信号は合計 91901 回受信された．1,2 ⽉では河⼝から 10000-
20000 m付近に受信が集中しており，別寒辺⽜川⽔系の下-中流域の河氷下で越冬するものと考えられ
た．3⽉になると⽔系内を移動する個体が上流域まで⾒られるようになった．⽔系の移動範囲は 4,5 ⽉
と徐々に⼤きくなり，6 ⽉になると⼩さくなった．これはイトウの産卵期が 5 ⽉であり，下流域から上
流域にかけて産卵遡上していることによる移動範囲の拡⼤てあると⽰唆された． 


